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論文内容の要旨

本論文は，重質油のより効率的な処理技術の開発に資する基礎的情報の提供を目的に，石油系重質油の構造分析と

分解挙動に関する研究を行った結果をまとめたものであり，緒言，本論 3 章，結論からなっている。

緒言では，本研究の背景ならびに目的について述べているo

第 1 章では，インドネシア産ミナスおよびデュリ原油ならびにアラビアンミックスの 3 種の異なる原油からえた脱

れき油を対象に，クロマトグラフ分離と NMR 分析により化学構造を分析するとともに，それらのキュリ一ポイント

熱分解を行い，構造特性と熱分解挙動との相関について検討している。また， 3 種の飽和モデル化合物(トリアコン

タン，スクアラン， コレスタン)存在下での熱分解実験も併せて行っている。これらの結果より，脱れき油中に含ま

れる飽和ナフテン化合物類がその水素放出能により熱分解時にコーク生成を抑制する作用を示すことを明らかにして

いる。

第 2 章では，重質油の接触水素化処理における添加溶剤の効果に関する基礎的知見をえる目的で，アラビアンミッ

クスのプロパン脱れき残さを対象に，アルミナ担持ニッケルーモリブデン触媒および一連の炭化水素溶剤存在下で水

素化処理を行うとともに，処理油の元素分析およびゲルパーミエーションクロマトグラフィーによる分析を行ってい

る。結果をもとに，反応条件で臨界温度を超えるシクロヘキサンやベンゼンのような軽質溶剤の超臨界状態が脱硫な

らびに高分子量成分の分解の促進に有効に寄与すると考察しているo

第 3 章では，天然ゼオライトを重質油のクラッキング触媒に利用する試みとして， 2 種のインドネシア産天然ゼオ

ライトのキャラクタリゼーションおよび修飾を行うとともに，モデ、ル化合物としてのヘキサデカンに対する水素化分

解特性について検討している o X線回折分析から，用いた試料はいずれも主としてモルデナイト型結晶からなること

を明らかにしている o また，水素化分解の検討から，両試料が同程度の触媒能をもつこと，および酸処理した後， 1 

重量%程度の少量のニッケルを担持することにより触媒能が顕著に向上することを明らかにしている o

結論では，以上の結果についての総括を記している o
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論文審査の結果の要旨

本論文は，重質油のより効率的な処理技術の開発に関わる基礎的情報をえるために，石油系重質油の構造分析と分

解挙動に関する研究を行った結果をまとめたものであるo 主な成果は以下のとおりである。

(1) 3 種の脱れき油の構造分析とキュリ一ポイント熱分解実験を行い，重質油中に含まれる飽和ナフテン化合物類が，

その水素放出能により熱分解時にコーク生成を抑制する作用を示すことを明らかにしている。

(2) プロパン脱れき残さを対象に，アルミナ担持ニッケルーモリブデン触媒および一連の炭化水素溶剤存在下で水素

化処理を行うとともに，処理油の分析を行い，反応条件で臨界温度を超えるシクロヘキサンやベンゼンのような軽

質溶剤を添加することにより，脱硫ならびに高分子量成分の分解が顕著に促進されることを見い出している。

(3) 安価な天然、ゼオライトを重質油のクラッキング触媒に利用するため， 2 種の天然、ゼオライト試料のキャラクタリ

ゼーションおよび修飾を行い， これらを用いてモデル化合物の水素化分解特'性について検討している o その結果，

試料を酸処理した後， 1 重量%程度の少量のニッケルを担持することにより触媒能が顕著に向上することを明らか

にしているo

以上のように，本論文では，石油系重質油の化学構造と分解挙動に関するいくつかの新しい重要な知見が述べられ

ており，これらは，資源としての重要性が今後さらに増すものと予測される重質油のより効率的なアップグレーディ

ング技術の開発に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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